
 

 

令和６年８月 

防  衛  省 

 

南西地域における運用基盤の拡充に係る事前調査について 

 
 

○ 戦後最も厳しく複雑な安全保障環境を踏まえれば、南西地域の防衛体

制の強化は喫緊の課題であり、これまで奄美大島、宮古島及び与那国島

への部隊配置を行ってきたほか、令和５年３月に石垣島においても、駐

屯地を開設したところです。 

 

○ 引き続き南西地域における防衛体制を強化するため、南西地域に所在

する部隊等が活用するための運用基盤の拡充について検討することとし

ています。 

 

○ 運用基盤の拡充に当たっては、周辺地域への影響等についてしっかり

と検討を行う必要があると考えており、令和７年度概算要求においては、

新たな運用基盤の整備を行う上で適切な場所を検討するための事前調査

に係る経費を計上しています。 

 

 

火薬庫予定地 



 

 

 

 

 

令和７年度概算要求における 

陸上自衛隊奄美駐屯地・瀬戸内分屯地に係る施設整備等について 

 
【施設整備】 

○ 南西地域の防衛体制を強化するため、平成３１年３月に奄美駐屯地及

び瀬戸内分屯地を開設し、警備部隊、地対空誘導弾部隊、地対艦誘導弾

部隊等を配置しました。また、令和９年度には、島嶼部の電子戦の能力

の強化のため、奄美駐屯地において、現在配置されている電子戦部隊を

増強することを計画しています。 

 

○ これらの部隊運用に必要な基盤確保のため、引き続き施設整備を行っ

ていく計画です。 

 

○ 令和７年度概算要求においては、 

奄美駐屯地において、 

・既存部隊のための整備場の整備 

・令和９年度に計画する電子戦部隊増強に関連する保管庫新設のため  

の調査・設計 

瀬戸内分屯地において、 

・火薬庫の整備 

・レンジャー訓練塔新設のための調査・設計 

・瀬戸内分屯地の隣接地において新たな火薬庫等の整備の可否を検討

するための適地調査 

等を実施予定であり、これらに係る経費として、約５７億円を計上し

ています。 

 

○ このほか、奄美駐屯地及び瀬戸内分屯地において、隊員及びその家族

が居住する宿舎の整備に係る経費として約１０億円を計上しています。 

 

 

 

 

 

令 和 ６ 年 ８ 月 
防 衛 省 



 

 

 

 

 

火薬庫予定地 



令和６年８月 

防  衛  省 

 

 

令和７年度概算要求における 

鹿屋航空基地に係る施設整備について 

 
【国家防衛戦略及び防衛力整備計画】 

 国家防衛戦略及び防衛力整備計画においては、自衛隊の十分な継戦能力

の確保・維持を図る必要があることから、弾薬の生産能力の向上及び製造

量に見合う火薬庫の確保を進め、必要十分な弾薬を早急に保有することと

しています。 

 

【火薬庫の整備に伴う調査検討】 

 鹿屋航空基地において、新たな火薬庫の整備の可否を検討することとし

ています。 

 

 令和７年度概算要求においては、鹿屋航空基地で２棟程度の新たな火薬

庫の整備の可否を検討するための調査検討に係る経費を計上しています。 

 



 

 

 

令和６年８月 

防  衛  省 

 

航空自衛隊下甑島分屯基地に関する 

令和７年度概算要求の主要事業について 
 

【西部航空警戒管制団第９警戒隊のレーダーの能力向上】 

経空脅威の高まりを受け、極超音速滑空兵器（ＨＧＶ）等を探

知・追尾するための能力を強化するため、固定式警戒管制レーダ

ー装置（ＦＰＳ－５）の能力向上を実施することとしておりま

す。 

令和７年度概算要求においては、ＦＰＳ－５の能力向上に係る

経費として、約９億円を計上しています。 

 

【警戒管制レーダーへの遠隔制御機能付加】 

警戒管制レーダーの運用を一層効率化し、今後のレーダーサイト

の省人化を図るため、令和７年度概算要求において、下甑島分屯基

地の警戒管制レーダーに遠隔制御機能を付加するために必要な経

費として、約２０億円を計上しています。 
 

 


